
福島県立清陵情報高等学校 

「発信ゆんゆん♪清陵図書館 読書推進プロジェクト」 

 

１ 学校の概要（令和 6年 5月 1日現在） 

 

① 福島県須賀川市滑川字西町 179-6  ② 18クラス・ 591 人  ③ 蔵書数 25,465 冊 

 

２ 読書活動推進の取組 

 

（１） 生徒が親しみやすく、使いやすい学校図書館環境の一層の充実へ向けた取組 

① 図書委員によるＰＲ活動 

  図書委員が校内放送を通して、図書だより「清陵らいぶらりぃ」の発行、読書旬間や各種イ 

 ベント及び展示の内容についてのＰＲを行った。「清陵らいぶらりぃ」の生徒及び教職員への 

配付や図書館からの連絡等も図書委員が行っている。また、今年度は、図書委員や教員の「お

すすめの本」と「その日の運勢」を書いた「本みくじ」を作成した。おみくじを引くように本

を選んでもらい、楽しみながら本を選んでいる。 

② 展示の工夫 

季節や学校行事等に合わせてテーマを決め、企画展示を行っている。今年度は「図書委員か

ら新入生におすすめの本」「校長先生おすすめの本」「本屋大賞の本」「読書旬間におすすめ

の本」「短編集」「オリンピック関連の本」「直木賞」「食欲の秋に読みたい本」「本みく

じ」「クリスマス」等の特設コーナーを設けた。ＰＯＰ（本の紹介文を書いたカード）も作成

し、興味を持ってもらえるよう工夫している。また、招き猫のパネルを作成して、図書館の外

からでも見える場所に設置した。 

季節によって図書館の飾り付けも行い、明るく楽しく利用しやすい雰囲気作りに努めてい

る。毎年七夕の時期には短冊とペンを用意しており、生徒たちが自由に願い事を書いて笹に飾

りつけている。芸術鑑賞教室の時期には、公演する演劇に関連する本を展示した。   

③ 図書館でのイベントの実施 

    秋の全国読書週間に合わせて「ポイント祭」を開催している。１日１冊以上本を借りるとポ

イントがたまり景品と交換できるイベントで、これをきっかけに図書館を利用するようになる

生徒も多い。また、年に１回廃棄前の雑誌を図書館で配布する機会も設けている。 

④ 掲示板・展示スペースの活用 

 掲示板に新着図書案内、図書館だより、新着本の帯、本日の一面（新聞記事）、映画のチラ

シ、文学賞募集ポスターなどを掲示している。また、図書館隣にある多目的ホールには廃棄前

の雑誌や新聞等を自由に持ち帰ることのできる棚を設置し、作家を特集した展示も行った。  



（２） 学校における読書を通した読書習慣の定着を図る取組 

① 読書旬間の実施 

１学期と２学期の期末考査終了後から終業日までの期間を

「読書旬間」として、朝 20 分間の一斉読書を実施している。

図書館では初心者にも読みやすい本や映画化された本などの親

しみやすい本を展示し、初日と 2 日目は通常より早く開館して

本を準備する生徒のサポートをしている。今年度は、美術部の

生徒に依頼し、読書旬間のポスターを作成してもらった。生徒

達も朝の読書の時間を毎回楽しみにしている。 

② 図書館だより「清陵らいぶらりぃ」の定期発行 

  月に 1 回、図書委員が作成して発行した「清陵らいぶらりぃ」を全校生徒に配付している。図

書委員によるおすすめの本の紹介や新着図書の紹介、先生へのインタビュー記事、月別の貸し出

し数上位クラスや年間貸し出しランキング等を掲載している。 

③ 新入生オリエンテーションの実施 

年度当初に国語の授業を利用して新入生対象に図書館の利用案内や利用する上での注意点の確 

認、新型コロナウイルス等感染予防についての確認などを行っている。 

 

（３） 読書活動の質の向上へ向けた取組 

① 授業との連携 

  授業やホームルームで図書館利用の予約が入った際には、事前 

に担当者と打ち合わせを行い、学校司書による本の紹介を積極的 

に行っている。また、修学旅行の事前学習や課題研究等の調べ学 

習では、戦争や原子爆弾についての書籍や新聞、専門書等を準備し 

て協力した。今年度は「公共」の授業で「ディベート」を行う準備 

のための利用が多く、タブレットを併用した調べ学習を積極的に行 

っていた。 

   

② 「須賀川地区高校合同読書会」への参加 

    課題となった本を事前に読んだ上で読書会に臨

み、他校の図書委員と積極的に意見交換をしたり、

本の帯を作成したりしてきた。 

（４）その他の取組 

地域でのＰＯＰの展示 

図書委員が作

成した「これ読

んでみて！須賀

川地区高校図書

委員のおススメ本」のＰＯＰを、秋の全国読書週間に合わせ

て市内の書店や図書館で展示していただいている。 

展示場所や期間等は校内放送で周知するとともにホームペ

ージにも掲載した。 


